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１．はじめに 

 

１．１． 業務の背景と目的 

 

我が国の都市行政においては、社会経済情勢の変化に伴い、人口減少や高齢化、厳しい財

政制約等の諸課題が顕在化する中、IoT（Internet of Things）で全ての人ともモノがつなが

り、様々な知識や情報が共有され、今までにない新たな価値を生み出す「Society 5.0」の実現

を推進しているところである。 

そのためには、先進的技術をまちづくりに活かし、市民生活・都市活動や都市インフラの

管理・活用を飛躍的に高度化・効率化することで、都市・地域が抱える課題解決につなげるス

マートシティの実現に向けた取組が重要であり、「骨太の方針 2020」（令和 2 年 7 月 17 日閣

議決定）においては、「政令指定都市及び中核市等を中心にスマートシティを強力に推進し、

住民満足度の向上、グリーン化など多様で持続可能なスマートシティを 2025 年度までに 100

地域構築する。このため、政府内の推進体制を強化し、ハード・ソフト両面での一体的な支援

によりスマートシティの形成を進める」方針が掲げられている。 

今般、先進的技術をまちづくり分野に取り入れ、持続可能で分野横断的な取組により、都

市・地域の課題解決に係るソリューションシステムの構築を目指す提案を公募し、先行モデ

ルプロジェクト等を追加選定したところである（令和 3 年 8 月 24 日公表）。これらのモデル

プロジェクトについては、都市生活の質や利便性の向上と民間投資の誘発につながり、経済

波及効果が期待されることから、早期社会実装を図ることが必要である。 

本調査は、早期社会実装に資するサービス導入等の実証実験を実施するものである。 
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１．２． 都市の課題 

 

 加古川市は 2011 年頃から人口減少局面に入り、とりわけ若い世代の転出超過の状況が続

いている状況にある。人口減少、生産年齢人口比率の低下、高齢者人口比率の上昇がもたら

す諸課題に加え、地域コミュニティの希薄化・高齢化、妊娠・出産・子育てに対する不安や負

担感の増大、高齢化による医療・介護ニーズの増大、地域経済の低迷、防災・防犯・交通安

全、公共施設の老朽化、財政負担の増大、新型コロナウィルス感染症の流行など、広く本市を

取り巻く社会経済環境を捉え、各種施策を推進していくことが求められている。 

 

 先進的技術を活用して取り組む目標と施策、及びその現状と課題については、「加古川市ス

マートシティ構想」において、以下の通り整理されている。なお、各実証実験に係る課題と取

組の背景は、第 4 章においてより具体的に記載する。 

 

 

先進的技術を活用して取り組む目標と施策（加古川市スマートシティ構想） 
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施策の現状と課題（加古川市スマートシティ構想） 
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１．３． 業務の内容 

 

 本業務の内容は、以下の通り、実証実験の実施及び結果分析、成果の一般化から構成され

る。 

 

（１）実証実験の実施及び結果分析 

下記の通り、3D 都市モデルの活用等を通じた見守りカメラの配置最適化等による次

世代見守りサービスの更新に係る実証実験、遠隔での健康増進活動支援サービスに係

るデータ収集と分析の効果検証、及び見守り端末を活用した避難状況の可視化による

防災避難行動支援に係る実証実験を行う。また、これらによる地域の課題解決に向けた

効果及び課題の検討を行う。 

併せて、実証実験を通じて得られた知見から、早期の実装を実現する上での課題およ

びその解決に必要な方策をコンソーシアム内の役割に応じて整理する。 

  

   【実証実験①】次世代見守りサービスのリニューアル検討に係る実証 

   【実証実験②】遠隔環境での健康増進活動支援サービスに係るデータ連携実証 

   【実証実験③】見守り端末を活用した防災避難行動支援実証 

 

（２）実証実験により得られた成果の一般化 

（１）において検討し、取得したデータ等の活用や課題について、同様の都市課題を

もつ他都市への横展開ができるように、得られた成果の一般化を行う。 

 

（３）報告書の取りまとめ 

（１）～（２）の検討結果を報告書にとりまとめ、報告書の概要に関するプレゼンテ

ーション資料（パワーポイント）を作成する。 
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１．４． 業務の実施体制 

 

 本業務は、以下の体制図に示す通り、かこがわ ICT まちづくり協議会の構成員が取組内容

に応じたチームを組み、有識者・専門機関などとも協力・連携しながら「民産学官」連携で実

施した。 

 

 

 

 

 

業務の実施体制 

 

※データ分析は兵庫大学の米野講

師の助言を得ながら実施 

※防災訓練は消防庁事業と連携

して実施 
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２． 目指すスマートシティとロードマップ 

 

 加古川市では、目指すスマートシティとロードマップ等を取りまとめた「加古川市 スマ

ートシティ実行計画」を策定している。本実証実験は、本計画のロードマップに掲載してい

る「③次世代見守りサービスの展開」「⑥災害情報伝達手段等の高度化」「⑦遠隔環境での健

康増進活動支援サービス」を前提としたものであり、それらの社会実装の実現に向けた取組

の一環として行うものである。 

 

２．１． 目指す未来 

 加古川市では、市のさまざまな都市課題について、テクノロジーをその手段とし、市民

と解決する「市民中心の課題解決型スマートシティ」を基本としつつ、市民が安全・安心、

暮らしやすいだけでなく、日々の楽しみや未来に対する夢・希望を持つことができるよう、

にぎわい、教育、移動など多分野の取組も包括的に推進していくことで、「夢と希望を描き 

幸せを実感できるまち 加古川」の実現を目指している。 

 

 

将来の都市像イメージ（加古川市スマートシティ実行計画） 
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２．２． ロードマップ 

 

本市における一連の取組のロードマップ（目標スケジュール）を以下に示す。先行して実

装済みのものについては周辺自治体との連携を通じた広域展開を、実証段階のものは 2～3

年以内の実装化を目指す。その他、新しい取組についても並行検討し、予算などに応じてロ

ードマップに反映していく予定である。 

 

 

各取組の目標スケジュール（加古川市スマートシティ実行計画） 
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２．３． KPI 

 

 本市の「スマートシティ実行計画」に定めている施策別の KPI を以下に示す。各取組が

着実に市民の間に広がり、効果が実感されていくためには、とりわけ ICT を活用した取組

の共通課題である「分かりやすさ」や「使いやすさ」への対応が重要であると考えてお

り、市民の意見を取り入れ施策に反映していく「市民参加」や効果的な「情報発信」に注

力しながら、関連する KPI を設定することが重要であると考える。なお技術実装の段階に

至っていない取組や、中長期的な推進体制が未定の取組を含む施策については、今後検討

の深度化に応じて KPI を更新していく予定である。 

 

表 施策別 KPI 一覧（加古川市スマートシティ実行計画） 
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３．実証実験の位置づけ 

 

３．１．上位計画における位置づけ 

 

＜加古川市の上位計画＞ 

 

加古川市総合計画（2020 年 12 月・加古川市） 

  

 加古川市のあらゆる計画の最上位に位置付けられ、まちづくりの基本的な方向性や施策を

総合的に示す「加古川市総合計画」では、まちづくりの基本理念を「ひと・まち・自然を大切

にし ともにささえ はぐくむまちづくり」と定め、「夢と希望を描き 幸せを実感できるまち

加古川」という将来の都市像及び５つの基本目標を掲げている。本実証実験の内容は、「基本

目標２．安心して暮らせるまち」の各施策「ともに支え合う福祉社会の実現」、「健康づくりや

地域医療を充実」、市民生活の安心・安定を確保」を推進するものとして位置づけられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加古川市総合計画の概要  

   本実証実験における検討箇所 
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加古川市スマートシティ基本構想（2021 年 3月・加古川市） 

 

加古川市では、市民中心の課題解決型スマートシティを目指して、2021 年 3 月「スマート

シティ基本構想」を策定している。「誰もが豊かさを享受でき、幸せを実感できるまち加古川」

という将来像の下、３つの基本目標を定めており、本実証実験の内容は、基本目標のうち「基

本目標１．市民の QOL や利便性を向上するサービス」及び「基本目標２．都市機能の強化や

都市課題の解決」、また目標の実現に向けた各施策のうち「安心して子育てをできるまち」「高

齢者にやさしいまち」「安全・安心のまち」「災害に強いまち」「インフラの整備・メンテナン

ス」などを推進するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

加古川市スマートシティ基本構想の概要 

 

 

  

   本実証実験における検討箇所 
※1：【実証実験①】 次世代⾒守りサービスのリニューアル検討に係る実証 
※2：【実証実験②】 遠隔環境での健康増進活動⽀援サービスに係るデータ連携実証
※3：【実証実験③】 ⾒守り端末を活⽤した防災避難⾏動⽀援実証 

※1 

※2 

※1 

※3 

※1 
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＜国の関連動向＞ 

 

登下校防犯プラン（2018 年 6月 22日・登下校の子供の安全確保に関する関係閣僚会議） 

 

 次世代見守りサービス（実証実験①）に関連する国の施策として、政府は 2018 年 6 月 22

日に「登下校防犯プラン」を関係閣僚会議において決定し、通学路の合同点検の徹底及び環

境の整備・改善、多様な担い手による見守りの活性化などを推進している。また、これを踏ま

えて国土交通省では、「安全で安心なまちづくり～防犯まちづくりの推進～（警察庁・文部科

学省・国土交通省）」を見直し、防犯まちづくりの取組を促進している。 

 

 
 

 

 

登下校防犯プランの概要  

   本実証実験（次世代⾒守りサービス：実証実験①②）における検討箇所 
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健康・医療・福祉のまちづくりの推進ガイドライン（技術的助言） 

（2014 年 8月・国土交通省都市局） 

 

 遠隔環境での健康増進支援サービス（実証実験②）に関連する国の施策として、国土交通

省都市局は、「健康・医療・福祉のまちづくりの推進ガイドライン」を定め、健康・医療・

福祉のまちづくりに必要な取組として「①住民の健康意識を高め、運動習慣を身に着け

る」、「②コミュニティ活動への参加を高め、地域を支えるコミュニティ活動の活性化を図

る」などを定めている。 

 

 

 

 

健康・医療・福祉のまちづくりの推進ガイドラインの概要 

 

  

   本実証実験（健康増進⽀援サービス：実証実験③）における検討箇所 
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マイ・タイムライン（防災行動計画）（国土交通省） 

 

 見守り端末を活用した防災避難行動支援実証（実証実験③）に関連する施策として、国土

交通省は、平成 27 年 9 月の関東・東北豪雨災害を受け、住民一人ひとりの単位で、水防災

に関する知識と心構えを共有し、事前の計画等の充実を促すためのツールとして「マイ・タ

イムライン（防災行動計画）」を開発し、検討を促進している。見守り端末による自宅～避

難所に至る間の避難行動の把握は、当計画策定に向けた基礎的情報となり得る。 

 

 
マイ・タイムラインかんたん検討ガイド（2020 年 6月・国土交通省）抜粋 
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３．２． ロードマップにおける位置づけ 

 

 本実証実験の実装に向けたスケジュールは、「加古川市スマートシティ実行計画（2021 年

3 月）」のロードマップの中で、以下の通り定めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加古川市スマートシティ実行計画におけるロードマップ 

  

   本実証実験の該当箇所 



３-7 

 

 

まず次世代見守りサービスは、既に加古川市内で実装済みであり、今後は既存のインフラ

を有効活用し、実装・管理コストを抑えながらサービスの質の維持・向上、広域展開を図る段

階にある。そんな中、見守りカメラのリニューアル検討（実証実験①）は、運用開始後 5 年

目(2023 年度)のリニューアルに向けた基礎的検討として、見守りカメラの配置検討を行うも

のである。 

 

次に高齢者向けの健康増進活動支援サービス（実証実験②）については、寝たきりリスク

のある高齢者の自宅等で、筋力等のデータ取得しながら仲間との運動やコミュニケーション

を楽しんでいただく取組だが、コロナ禍で検討が始まり、今年度初めての実証を行っている。

2023 年度に向けて拡大実証を行い、関連データを蓄積しながら、事業性や市の施策への展開

方法を検討していく予定であるであるが、サービスによる健康増進効果や事業性の見込み、

データ利活用の可能性が今後の取り組みを左右すると考えている。 

 

最後に見守り端末を活用した防災避難行動支援実証（実証実験③）について、新たな見守

り端末（防災行政無線の戸別受信機）を活用した実証は今回の防災訓練が初めてである。2023

年度に向けて実証を重ねながら、市と連携した円滑で効果的な災害情報の伝達や自主的な避

難行動の促進について検討を進める。災害時における一連のデータ提供・検知等の迅速かつ

確実な実行性確保が直近の課題である。また実装化の方向としては、次世代見守りサービス

のオプション機能としての提供を検討中である。 
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４．実証実験の実施及び結果分析 

 
４．１． 実証実験計画 

 

【実証実験①】 次世代見守りサービスのリニューアル検討に係る実証 

 
■背景（１）運用開始から 5年、リニューアルを機に配置を再確認 

 
加古川市では、地域防犯力の向上による若い世代の転出抑制や認知症徘徊者の捜索対応な

どの地域課題に対応するため、2017,18 年度に小学校の通学路や学校周辺を中心に、見守り

カメラを 1,475 台設置し、犯罪の抑止、事件等の早期解決、行方不明者の捜索、災害時の被

害状況の確認など、市民生活の安全確保に活用してきた。また見守りカメラには、複数社の

BLE(ビーコン)タグを検知できる検知器を同梱しており、BLE タグを持った子どもや認知症

のため行方不明となる恐れのある高齢者などの対象者が検知器付近を通過すると、保護者が

通過記録をアプリ等で確認できるサービスを提供している。 
運用開始から 5 年目の 2023 年度に見守りカメラがリニューアルの時期を迎えることから、

これまでの運用実績などを基に、最適な配置を改めて確認する必要があると考える。なお本

格的な検討は 2022 年度に予定しているが、その基礎的資料として用いるべく、今年度 3D 都

市モデルを活用した整理・検討を進める。 
 

 

次世代見守りサービスの全体像（取組の経緯）  
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■活用する先端技術：国交省による３D都市モデル PLATEAU（プラトー） 

 

＜選定理由＞ 

活用する先端技術は、国交省が主導し整備が進められた３D 都市モデルである。2020 年度

から国交省では、スマートシティをはじめとするまちづくりのデジタル・トランスフォメー

ションを進めるため、現実の都市をサイバー空間に再現する 3D 都市モデルの整備・活用・オ

ー プ ン デ ー タ 化 が 推 進 さ れ て き た （  プ ロ ジ ェ ク ト プ ラ ト ー HP ：

https://www.mlit.go.jp/plateau/ ）。加古川市は、この事業のモデル都市に選定され、 都市計

画区域を対象とした CityGML 形式の 3D 都市モデル（建物、道路、地形など）が先行的に整

備されており（G 空間センターHP： https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau-28210-
kakogawa-shi-2020 ）、最新の建物利用現況データに基づく建物高さ等の属性値を持った

3DGIS データが活用可能となっている。 

 

加古川市の 3D都市モデル（Plateau VIEW上で可視化） 

 
加古川市の 3D都市モデルのデータ目録  
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■実証実験の内容・方法 

 
＜実験概要＞ 

 見守りカメラの配置検討をケーススタディとして、街の死角等を把握するとともに、犯罪

発生状況など関連情報との掛け合せや、防犯の専門家の助言をもとに、科学的根拠に基づく

最適なカメラ等配置・運用のあり方、検討ノウハウについて考察する。またハザード情報を

重畳し、発災時におけるカメラ画像の確認優先度(浸水状況等どのカメラを優先的に確認すれ

ば良いか)の検討への活用可能性についても考察する。 
 
見守りカメラの導入を初めて検討した 2016 年当時は、2DGIS による情報整理を行いなが

ら配置検討を実施したが、今回の実証では高精度な 3D 都市モデルを活用することから、よ

り実態に近いデジタル環境下でデータ分析を行うこととなる。使用する解析ツールが高度化

するだけでなく、3D 空間を見ながら検討を行うことにより、新たな視点での気づきや関係者

間の理解・コミュニケーションの促進につながる可能性があると考える。 
 

実証の主なステップ： 

Step 1.  3D都市モデル上への見守りカメラの可視領域の可視化 

・ESRI 社の ArcGIS Pro(Ver.2.8)を用いて、 PLATEAU の建物データと地形データから

DSM(Digital Surface Model)を作成し、既存の見守りカメラの位置・画角情報から各カメラ

の可視領域を可視化。 

・見守りカメラと電柱をモデル化して 3D都市モデルに追加。 

 

Step 2.  関連データの収集と重畳 

・3D 都市モデル上に、各見守りカメラの使用実績データ（運用開始後 4 年間の警察等への画像

提供回数）、犯罪発生状況データ、人流データ等の参考情報を重畳。 

 

Step 3.  見守りカメラのカバー範囲の確認、見直しパターンの検討 

・Step1で作成したカメラの可視領域と Step2で整理した関連データの重なりから、既存の見守

りカメラの配置が適切か、見直すべき箇所（移動や追加）は無いか等を検討。 

・当分析においては、大学有識者へのヒアリングも実施。 

 

Step４．関連部署へのヒアリング 

・結果を加古川市の関係各課へ説明し、リニューアルに向けた検討の方向性について意見交換

を実施。  
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＜対象範囲＞ 

 本実証においては、見守りカメラ全 1,475 台のうち、駅周辺の犯罪発生確率が比較的高い

９小学校区内の見守りカメラ約 500 台分を対象とする。 
 

 

実証対象区域（   ） 
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刑法犯罪発生状況（カーネル密度推定グリッド） 

（平成 25～27年） 

 

 

 

 

 

 



４-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校区別見守りカメラ台数 

  

SAFIELD000 SAFIELD002 見守りカメラ数
加古川小学校 加古川市加古川町木村222番地の3号 71
志方小学校 加古川市志方町志方町1050 38
志方西小学校 加古川市志方町原587 27
志方東小学校 加古川市志方町細工所146 33
若宮小学校 加古川市尾上町養田218 58
上荘小学校 加古川市上荘町都染400 35
神野小学校 加古川市神野町石守１０４３ 65
西神吉小学校 加古川市西神吉町西村121 53
川西小学校 加古川市米田町平津108 30
東神吉小学校 加古川市東神吉町神吉156 43
東神吉南小学校 加古川市東神吉町砂部393 34
八幡小学校 加古川市八幡町宗佐345 52
鳩里小学校 加古川市加古川町稲屋８１ 72
尾上小学校 加古川市尾上町長田519 57
氷丘小学校 加古川市加古川町中津８８６－１ 66
氷丘南小学校 加古川市加古川町溝之口246 48
浜の宮小学校 加古川市尾上町口里770-37 52
平岡小学校 加古川市平岡町高畑164-1 55
平岡東小学校 加古川市平岡町土山109 52
平岡南小学校 加古川市平岡町二俣180 52
平岡北小学校 加古川市平岡町新在家1327-1 51
平荘小学区 加古川市平荘町山角467 41
別府小学校 加古川市別府町西町1 43
別府西小学校 加古川市別府町新野辺574-17 54
野口小学校 加古川市野口町野口４９３ 69
野口南小学校 加古川市野口町古大内245-3 60
野口北小学校 加古川市野口町北野１１１０ 58
陵北小学校 加古川市新神野５丁目1 39
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＜使用データ＞ 

① モデルデータ 

分類 データ 備考 

市街地 3D地形モデル TINの標高データ※ 

3D建物モデル LOD1の建物データ※ 

背景地図 出典：ArcGIS Online地形図 

対象範囲 小学校区 駅周辺の犯罪発生確率が比較的高い

9小学校区を選定（前述の通り） 

カメラ カメラ位置 上記 9 校区内のカメラ 504 機を対象

に、工事指示書や現地写真に基づき配

置 

3Dカメラ・電柱モデル 現地写真等を基に新たに作成（3ds形

式） 

※G空間情報センターで公開された 3D都市モデル (CityGML) のデータを esriジャパンがファイ

ル ジオデータベース（FGDB）に変換したデータを使用(https://3d-city-model.esrij.com/) 

 

② 重畳データ 

分類 データ 備考 

道路情報 照明灯 ・市所有のもの 

・照射範囲は半径 12.5m円と仮定 

通学路、準通学路 令和 3年度 

通学路の危険個所（防犯） － 

交通安全指導員立番地点 － 

防犯情報 犯罪発生個所 ・被害者別 

（子ども、成人女性、成人男性） 

・平成 30年度～令和 2年度 

見守りカメラ画像提供実績 令和 3年まで 

防犯灯 ・市所有のもの 

・照射範囲は半径 12.5m円と仮定 

人流 携帯 GPS位置情報 ・出典：KDDIロケーションアナライ

ザー（携帯 GPS統計データを活用

した人流解析ツール） 

・見守りカメラ地点の周囲 20mのジ

オフェンス内における全通行人

口（対象期間：2021年 10月 31日

～2022年 2月 28日） 



４-8 

 

 

＜3Dカメラ・電柱モデルの作成＞ 

・電力会社や通信会社が設置している電力柱、電信柱は 12m 程度のものが多く、通常全体

の 1/6 程度が地中に埋まっていることから、地上高さは 10m 程度と仮定。 
・カメラ・検知器ケースは地上高さ 4.5m の位置に取付け、概形は設置写真から再現した。 

 

3D都市モデル内の配置イメージ 

 

＜見守りカメラの可視解析における条件設定＞ 

・見守りカメラの可視解析を実行するにあたって必要となるカメラの諸条件は、以下の通り

設定した。 
フィールド名 意味 設定 

SPOT 高さ（標高） 地形データからラスター値を抽出 

OFFSETA 観測点の高さに加算する垂直距離 カメラの設置高さ 4.5m 

OFFSETB 可視領域が検討される各セルの高さ

に加算する垂直距離 

0m 

AZIMUTH1 スキャン範囲(水平)の始点角度 工事指示書、現地写真等に基づき各カ

メラの向きを設定。画角は一律 103° AZIMUTH2 スキャン範囲(水平)の終点角度 

VERT1 仰角 道路幅員※に応じてカメラの向きを 2

パターン想定。画角は一律 54° VERT2 俯角 

RADIUS1 可視領域を決定する開始距離 0m 

RADIUS2 この距離を超えるセルは解析から除

外 

道路幅員※に応じて 2 パターン想定

（30m、100m） 

※国土地理院の数値地図（2022年 1月時点）の幅員区分に基づく。幅員 5.5m以上/未満で分類。 

  
カメラ可視解析の諸条件（概念図）     可視解析結果のサンプル（画角パターン）  
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【参考】KDDIロケーションアナライザーについて 

 

KDDI の持つ GPS データと性年代等の属性データを活用した位置情報サービスであり、

エリア・期間を自由に指定可能で、居住地推定や道路単位の粒度の細かい分析にも対応する

特徴を持つ。 
 
位置情報の活用パターン（例）： 
 
① 通行人口分析 

・指定したエリア/期間内の全道路の

交通量を可視化 
・性年代別、平日/休日別、時間帯

別、交通手段（自動車、徒歩）別

に集計可能 
・道路は 1 本～指定可能 
 

② 滞在人口分析 
・指定した施設等の周辺エリアの滞

在人口（延べユーザーと全人口推

計）を小地域（125m メッシュ）

で可視化 
・性年代別、平日/休日別、時間帯別

に集計可能 
・任意の期間を指定可能 

 

本実証では、見守りカメラの周囲 20m のジオフェンス内における一定期間の全通行人口

を抽出し、重畳データとして活用した。 
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■仮説と検証方法 

 

検証内容 仮説 検証方法 活用するデータ 

① 3D 都市モデル

を用いた課題

解決手法 

・3D 都市モデルは科学

的根拠に基づく最適

なカメラ等配置・運用

のあり方を検討する

ために有益 

・交通安全の分野におい

ても活用が可能 

・見守りカメラの配置検討を

ケーススタディとして、科

学的根拠に基づく最適なカ

メラ等配置・運用のあり方、

検討ノウハウについて考察 

・交通安全分野における活用

可能性を関係者間で議論 

 
 

・3D 都市モデルデー

タ 

・過去の刑法犯罪発

生状況データ 

・カメラ画像提供実

績 

など 
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【実証実験②】 遠隔環境での健康増進活動支援サービスに係るデータ連携実証 

 

■背景：コロナ禍における高齢者等の運動・コミュニケーション不足の改善 

 

高齢化が進展する加古川市では、認知症や介護を予防し、高齢者の健康寿命を伸ばすため、

「いきいき百歳体操」をはじめとした地域活動や大学等による健康講座を支援・推進してき

たが、コロナ禍において対面型の活動の継続が困難となり、高齢者の外出自粛による運動不

足やコミュニケーション不足が懸念される状況が続いている。そこで R2 年度、在宅環境での

集合型健康増進運動を支援する新たなサービスの実証を開始し、参加者に対する健康増進効

果を検証しているところである。 
 

 
既存の取組例①：いきいき百歳体操のイメージ 

 

 
既存の取組例②：ロコモティブシンドローム健康講座のイメージ 
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■活用する先端技術 

 

＜選定理由＞ 

活用する先端技術は、株式会社 Condisense のアンクルバンドである。介護のきっかけとな

る高齢者の転倒やつまずきが発生する前に、身体状況の悪化を検知し回復をサポートする仕

組みであり、他の一般ウェアラブルデバイスには見られない以下の機能を備えている。なお、

遠隔環境での集合型健康増進運動と組み合わせて活用する。 
 

・アンクルバンドとアプリで簡易に装着者の身体状況の推移を把握できる。 
（対象者の片足の足首の 3 次元加速度、角速度、地磁気データを取得し、特定アルゴリズ

ムの計算により該当足の筋力スコア・筋疲労度、歩数、歩行速度、体の安定度などを算

出） 
・転倒やつまづきに繋がる予兆を検知した際に、回復に向けた必要対処策を提示し、その回

復状況を合わせてアプリで確認することができる。 
・アプリ上でのコミュニケーション(応援)機能など、健康増進のモチベーション維持に効果的

な仕組みを有している。 
 

 
アンクルバンドと専用アプリのイメージ 

 

 
遠隔の集合型運動での活用イメージ 
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■実証実験の内容・方法 

 

＜実証概要＞ 

今回の実証では、R2 年度のサービス実証を通じて収集した健康データを FIWARE に蓄積

し、兵庫大学研究チーム※と連携し、市内における既存の取り組みとの連携の在り方やサー

ビスの実装化の方向性について検討を行う。当サービスを通じて得られたデータを利活用す

ることで、高齢市民の筋力量や運動習慣に関する知見が得られ、市の関連施策の検討・評価

に活かせる可能性がある。 
 

※加古川市内に立地する兵庫大学健康システム学科では、研究活動の一環として市民を対象

とした健康講座を加古川市と連携して開催し、成果を科学的に分析する取組を行っている。 
 
実証の主なステップ： 

Step 1. 実証データの整理と FIWAREとの連携 

・R2 年度の実証により得られたデータを共有可能なかたちに整理し、加古川市の都市 OS の非

公開領域（庁内・大学分析用)に格納する。 

 

Step 2. 実証データを用いた実装可能性の検討 

・兵庫大学の研究チームと連携し、アンクルバンドから収集される健康データ及び R2 年度の

効果検証結果を分析し、従来の集合型の取組（ロコモティブ・シンドローム予防講座など）

との連携などによる実装可能性について考察する。 

・また上記以外のデータ利活用の可能性についても考察する。 

 

 

データ利活用型の健康増進支援サービスの検討イメージ 

  



４-14 

 

■仮説と検証方法 

 

検証内容 仮説 検証方法 活用するデータ 

① 健康増進支援

サービス実証

のデータ連携、

利活用可能性 

・遠隔による健康増進支

援サービスを通じて

取得した身体データ

を、FIWAREを通じて大

学等と連携すること

で有益な研究成果や

サービス開発につな

がる 

・R2年度実証により取得した

データの FIWAREへ集約し、

兵庫大学の研究チームと利

活用可能性について議論 

・R2年度サービス 

実証結果 

② 事業成立性 

・高齢者をはじめとした

市民にとって IoTを活

用した健康増進支援

サービスの一定の需

要がある 

・R2年度サービス実証期間中

における被験者の声より、

今後の利用ニーズ等につい

て把握 

・共同で既存の健康講座を開

催するなど大学との連携に

よる実装可能性を検討 

・技術やサービスの改善点に

ついて考察 

・被験者の声 
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【実証実験③】 見守り端末を活用した防災避難行動支援実証 

 

■背景（１）災害時における情報伝達手段の高度化 

 

加古川市では、豪雨等による自然災害が頻発化、激甚化している近年の動向に対し、国や

県の河川監視システムとの連携、水位センサーによるリアルタイムのデータ収集、行政情報

ダッシュボードでの災害・避難情報の一元化など、自主的な避難行動を誘発するための情報

伝達に係る様々な取組を行ってきた。一方、独居高齢者など自力で避難が困難な方は、きめ

細やかに情報を行き渡らせる必要があるものの、デジタルデバイドによる情報格差が心配さ

れ、実際の避難行動に関しても、見守りタグを配布し、避難所で検知することで避難完了を

確認することは可能なものの、在宅時の状況確認や避難行動の誘導が出来ない状況があった。 
 
■背景（２）双方向コミュニケーションが可能な、 

防災行政無線の戸別受信機（見守り端末）の先行実証 

 

上記の課題を解決する一つの手段として、災害時に地上デジタル波を活用し、在宅の高齢

者等へ直接情報を届け、ボタン等の応答により状況を確認できる防災行政無線の戸別受信機

の実証（消防庁事業・機能検証が中心）を先行的に進めている。今回の実証では、この見守り

端末を今後官民連携サービスとして活用していくための、FIWARE との連携やダッシュボー

ドへの可視化検討が主な目的となっている。 
 

 
戸別受信機等の必要性のイメージ（R2年度消防白書より） 
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■活用する先端技術 

 
＜選定理由＞ 

活用する先端技術は、今回新たに開発され高度な情報伝達を可能とする、防災行政無線の

戸別受信機である。この見守り端末は、消防庁による防災行政無線の戸別受信機の標準モデ

ル仕様を満たしている上に、FM ラジオ機能、通信連携機能（アンサーバック等に使用する

LPWA、見守り端末の追跡等に使用する Bluetooth）、表示ディスプレイや多言語対応機能を

有する高機能な端末である。市町村（災害対策本部）の PC やスマホ等から防災情報を発信

すると、データセンターにおいて指定の放送事業者にルーティングされ、放送事業者により

地上デジタル波を用いて情報が伝送されることで、屋内受信機が音声・文字表示等で防災情

報を伝達する。豪雨等でも在宅にて情報が聞こえやすく、避難時にも持ち歩けるサイズの端

末で、ボタン返答・個別メッセージ送信など双方向のコミュニケーションが可能であるなど

のメリットがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見守り端末のイメージと主な機能・仕様 

 
戸別受信機を活用した情報伝達システムのイメージ 
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地上デジタル放送を活用した災害情報伝達に関する契約について 

（2021年 4月 7日・加古川市、讀賣テレビ株式会社） 

 

加古川市と讀賣テレビ放送株式会社（読売テレビ）は、読売テレビの放送波を活用した防

災情報の発信に合意し、2021 年 4 月 7 日全国で初めて契約（データ重畳契約）を締結して

いる。地上デジタル放送に防災情報などのデータを載せて配信する新技術（IPDC＝

Internet Protocol Data Cast）により、加古川市が発信する避難勧告などの防災情報を、読

売テレビの放送波を使って、加古川市内の屋外拡声器や専用の戸別受信機などに配信する。

また公共施設（避難所など）の遠隔解錠なども行う予定である。 
 
ほとんどの家庭で受信できる地上デジタルテレビの放送波による IPDC を活用すること

で、対応の戸別受信機で防災情報を受信できるとともに、電波状況が良くない場所でも地デ

ジのアンテナを戸別受信機のアンテナとして活用することが可能となることから、受信状況

の大幅な改善が見込まれるという、双方にメリットのある取組となっている。 
 

 
IPDCを活用した災害情報伝達手段の概要 

（契約締結式における加古川市説明資料） 
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■実証実験の内容・方法 

 

＜実証概要＞ 

 本実証では、消防庁事業の中で予定している見守り端末の技術的機能検証のための防災訓

練の機会を活用し、これまで把握することのできなかった、自宅から避難所までに至る間の

市民の避難行動に関するデータを収集し、要支援者避難行動支援のあり方について検討を行

う。具体的には、避難所で検知した見守り端末データや在宅時のボタン返答データをどのよ

うに都市 OS と連携させてダッシュボードに可視化すると、市の防災担当者にとって迅速に

把握できて有益かどうかなど、見守り端末の実用性について考察する。 
 
実証の主なステップ： 

Step 1. 防災訓練における、見守り端末による避難行動の確認 

・消防庁事業の防災訓練において、見守り端末(戸別受信機)を持って避難した者が避難所に入

ったことを、広域見守りタグ検知アプリ(R2年度に開発済)で検知する。 

 

Step 2. FIWAREへのデータ蓄積と試験用ダッシュボードでの可視化 

・上記の避難行動（見守り端末検知）データ（Bluetooth）と避難意思（ボタン返答）データ

（LPWA）の 2種類のデータを FIWARE（都市 OS）に蓄積した上で、市職員が確認するための試

験用ダッシュボードに可視化する。 

 

Step 3. 関連部署へのヒアリング 

・結果を加古川市の関係各課へ説明し、端末の実用性等について意見交換を行う。 

 

 
防災訓練のイメージ（本実証の内容：   ） 
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＜防災訓練の実施概要＞ 

 

場所（ルート） 加古川市役所～BAN-BANネットワークス㈱（予定） 

日程 令和 4年 2月 22日（予定） 

 11:00～13:00 事前準備 

 14:00～15:30 避難意思・避難行動トレース モデル実証 

 15:30～16:00 後片付け 

 16:00 撤収 

シナリオ ① 警戒レベル３高齢者等避難 発令 

3台の試験端末を用意し、加古川市役所にて、警戒レベル 3 高

齢者等避難を受信。 

② 避難行動への意思確認 

2台を避難行動「赤ボタン」、1台を自宅待機「青ボタン」を

それぞれ押し、「赤ボタン」の 2台を持って避難行動を開始。 

戸別受信機の「赤ボタン」押すと、「見

守りモード」になる。「見守りモード」

になると、Bluetoothの通信状態とな

り、当該実証機は、ALSOK社のみまもり

サービスのみまもりタグと同じ振る舞い

をする。 

③ 避難行動 

避難所となる BAN-BANネットワークスへ避難。避難経路上に、

戸別受信機の Bluetooth 検知器を配置することで、避難行動

中の行動をトレース。 

④ 避難意思・避難行動の確認 

避難意思は sigfox、避難行動は Bluetooth の通信を利用して

バックエンド（管理サーバ）で取得し、可視化。 
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防災訓練の避難ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難意思・避難行動データの可視化イメージ 
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■仮説と検証方法 

 

検証内容 仮説 検証方法 活用するデータ 

① 見守り端末を

活用した避難

行動支援の在

り方 

・見守り端末により要支

援者の避難行動デー

タを取得し、安全で円

滑な避難行動支援に

利活用できる 

・防災訓練における避難行動

データを都市 OSに格納し、

試験用ダッシュボードで可

視化し、避難状況を確認 

・避難行動の実態を踏まえ、

市民への避難情報の提供や

防災担当者間の情報連携の

あり方など、利活用可能性

を検討 
 

・防災訓練結果（避難

行動データ及び

避難意思データ） 
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４．２． 実験結果と考察 

 
【実証実験①】 次世代見守りサービスのリニューアル検討に係る実証 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ポイント１．駅前などの交通量の多いエリアを除き、見守りカメラの可視領域内における

犯罪発生割合は低く、一定の犯罪抑止効果が確認された 

・カメラ可視領域内の犯罪発生件数は、最も多い校区でも全数の 15％程度と全体的に低

かった。 
・犯罪発生件数が最も多い加古川小学校区、平岡小学校区においてカメラ可視領域内の発

生件数は全体の約 3％、約 6％と比較的低かった。 
・駅前の駐輪場付近において、カメラ可視領域内の犯罪が多数確認され、犯罪の種類に応

じてカメラの犯罪抑止効果が低くなることが示唆された。 
 
ポイント２．関連データの重畳により、見守りカメラの新設、移設による密度調整、角度

調整などを検討すべきエリアが明らかとなった 

・カメラ可視領域内の犯罪発生件数は、校区別の犯罪発生件数（全数）によらず、駅前の

商業地など犯罪密集エリアに配置しているカメラ数が多く、画角が広いほど多くなる

傾向が見受けられた。 
・加古川駅、東加古川駅、別府駅の各駅前の大規模商業施設周辺や商店街、駐輪場に犯罪

が集中する傾向がみられ、特に通学路が近くを通る場合は、見守りカメラの増設、角

度調整など対策の検討が求められる。 
・上記の他、見守りカメラの死角にある駐車場や空き地、幹線道路から入りやすい駐車場、

集合住宅のオープンスペース、樹木に囲われた神社の境内等、犯罪の起こっている箇

所の特徴（例）が明らかとなった。 
・メッシュ別にみると、犯罪発生件数が「減少傾向だが高止まり」及び「減少傾向だが不

安定」のエリアにおいて、カメラ可視領域外の犯罪が多数確認された。 
 
ポイント３．幹線道路の交差点付近の見守りカメラは、可視領域内における犯罪発生件数

は少ない一方、交通量が比較的多い場所を捉えており、警察による画像確認

ニーズも高いことが分かった 

・県道・国道などの主要幹線道路の交差点に設置されている見守りカメラの画像提供実績

が比較的多いことが分かった。 
・画像提供実績の多いカメラは、可視領域内における犯罪発生件数が少ない一方、交通量

が比較的多い場所を捉えており、犯罪の抑止だけでなく捜索のために役立つ可能性が

ある。 
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■メッシュ別の分析 

 
多様なデータの可視化と重畳に加え、各種データを定量的に分析するため 9 校区を対象に

250m メッシュを用いた整理を行った。関連データの一覧表を次頁に示す。 
 

メッシュ番号図 
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メッシュ別集計表（犯罪発生件数が多い順・上位 100メッシュを抜粋） 

 
  

Ａ＋Ｂ＋Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（うち H30年） Ｄ（うち R01年） Ｄ（うち R02年） (～2021年）  2022/2/18 a＋b＋c＋d
FID Mesh 小学校区 カメラ数 犯罪（全数） 子どもが被害者の犯罪成人女性が被害者の犯罪成人男性が被害者の犯罪 H30年度の犯罪 R1年度の犯罪 R2年度の犯罪 カメラの画像提供実績カメラ1本あたりの人流街路灯・防犯灯の数

2066 5234162711 加古川小学校 4 126 29 45 52 48 39 39 55 60398 38
1533 5234069844 野口小学校 2 119 40 25 54 54 36 29 55 50278 1
2125 5234162624 加古川小学校 2 103 29 28 46 27 44 32 15 49942 10
1415 5234069914 平岡小学校 3 69 9 12 48 38 15 16 119 48120 26
2006 5234161733 氷丘南小学校 0 67 14 31 22 29 26 12 0 0 37
1416 5234069923 平岡小学校 1 64 10 19 35 33 17 14 36 17530 50
990 5234067831 別府小学校 5 52 20 9 23 18 17 17 75 51963 35
929 5234067724 別府小学校 0 51 10 16 25 23 18 10 0 0 7

1475 5234069932 平岡小学校 1 49 12 18 19 20 14 15 6 6401 26
2005 5234161644 加古川小学校 5 43 15 15 13 15 15 13 82 31131 6
1355 5234069912 平岡小学校 0 35 4 12 19 15 10 10 0 0 15
1769 5234160744 野口小学校 0 35 6 8 21 13 13 9 0 0 7
1284 5234068643 浜の宮小学校 5 34 12 11 11 13 12 9 40 37336 19
2065 5234162622 加古川小学校 4 34 5 13 16 19 8 7 59 39486 13
1476 5234069941 平岡小学校 1 33 12 7 14 10 19 4 40 149120 53
989 5234067742 別府小学校 2 32 11 13 8 16 8 8 43 42281 25

1050 5234067833 別府小学校 1 32 1 5 26 6 17 9 18 39638 23
1169 5234068724 別府西小学校 2 29 7 3 19 11 12 6 11 10359 25
1049 5234067744 別府小学校 4 28 10 6 12 11 10 7 30 20425 46
1356 5234069921 平岡小学校 2 28 2 9 17 9 13 6 30 38222 26
1405 5234069624 浜の宮小学校 0 26 11 6 9 10 9 7 0 0 2
1292 5234068843 平岡南小学校 2 25 1 15 9 11 7 7 41 67933 6
1535 5234069934 平岡小学校 0 23 8 4 11 9 13 1 0 0 14
1534 5234069933 平岡小学校 3 22 8 6 8 7 8 7 39 27998 14
1354 5234069911 平岡小学校 3 21 7 7 7 9 6 6 27 24247 12
1406 5234069713 浜の宮小学校 2 20 3 4 13 8 7 5 27 34445 7
2126 5234162713 加古川小学校 2 20 2 8 10 7 6 7 15 17013 36
1595 5234160912 平岡小学校 1 19 3 5 11 7 6 6 24 32099 14
1288 5234068743 野口南小学校 3 18 6 3 9 5 4 9 48 20764 9
2185 5234162642 氷丘南小学校 2 18 3 3 12 7 8 3 4 15942 26
1059 5234077034 平岡小学校 0 17 1 5 11 10 5 2 0 0 7
1345 5234069622 浜の宮小学校 2 17 1 8 8 6 8 3 17 9098 7
2008 5234161743 氷丘南小学校 4 17 7 3 7 7 6 4 44 16980 32
869 5234067722 別府小学校 1 16 2 4 10 10 5 1 6 23547 8

1344 5234069621 浜の宮小学校 4 15 2 3 10 7 5 3 33 48259 12
1404 5234069623 浜の宮小学校 2 15 4 4 7 9 5 1 7 4941 2
1414 5234069913 平岡小学校 0 15 1 5 9 5 8 2 0 0 15
1593 5234160822 野口小学校 3 15 1 7 7 7 3 5 43 16148 12
1822 5234161611 加古川小学校 2 15 3 5 7 6 5 4 40 41581 9
1947 5234161732 氷丘南小学校 3 15 1 9 5 7 2 6 30 24582 24
1230 5234068831 平岡南小学校 2 14 1 5 8 9 3 2 19 10846 12
1287 5234068734 別府西小学校 3 14 1 3 10 5 5 4 24 16739 0
1403 5234069614 浜の宮小学校 0 14 3 5 6 5 7 2 0 0 8
1827 5234161712 野口小学校 2 14 3 0 11 4 8 2 27 15519 20
1108 5234068721 別府西小学校 3 13 0 5 8 5 7 1 14 10409 37
1112 5234068821 平岡南小学校 1 13 4 0 9 7 3 3 10 13318 21
1171 5234068814 平岡南小学校 2 13 0 5 8 8 3 2 23 37652 5
1228 5234068741 別府西小学校 2 13 0 7 6 8 2 3 11 5425 4
1348 5234069721 野口南小学校 2 13 2 3 8 6 4 3 23 9784 39
1594 5234160911 平岡小学校 1 13 5 2 6 7 3 3 12 19962 9
1766 5234160733 加古川小学校 0 13 0 4 9 6 5 2 0 0 19
1828 5234161721 氷丘南小学校 2 13 3 2 8 3 5 5 50 43375 17
1946 5234161731 加古川小学校 3 13 1 4 8 5 7 1 48 40308 9
2061 5234162522 加古川小学校 2 13 4 5 4 6 2 5 24 12576 15
1170 5234068813 別府小学校 2 12 2 5 5 5 3 4 45 41032 5
1233 5234068842 平岡南小学校 1 12 2 4 6 5 4 3 22 53625 13
1296 5234068943 平岡小学校 1 12 3 3 6 3 8 1 27 47563 12
1352 5234069821 平岡南小学校 1 12 2 4 6 6 2 4 9 13073 5
1413 5234069824 野口南小学校 3 12 1 3 8 9 2 1 26 19300 12
1883 5234161614 加古川小学校 1 12 2 6 4 7 3 2 18 36383 4
1887 5234161714 氷丘南小学校 2 12 1 5 6 6 4 2 45 25474 17
1948 5234161741 氷丘南小学校 2 12 0 3 9 2 6 4 26 49172 41
2068 5234162721 氷丘南小学校 4 12 1 3 8 8 3 1 33 9496 26
868 5234067721 別府小学校 4 11 0 4 7 2 6 3 28 30617 35

1115 5234068912 平岡南小学校 2 11 1 6 4 4 4 3 20 13801 10
1173 5234068824 平岡南小学校 3 11 1 3 7 7 2 2 19 19258 20
1222 5234068631 浜の宮小学校 0 11 0 4 7 7 2 2 0 0 2
1285 5234068644 浜の宮小学校 4 11 1 0 10 6 4 1 18 26708 19
1347 5234069712 野口南小学校 2 11 2 0 9 3 6 2 37 54365 3
1353 5234069822 平岡南小学校 3 11 2 6 3 4 3 4 24 19119 10
1474 5234069931 平岡小学校 2 11 3 4 4 6 2 3 77 50084 12
1532 5234069843 野口小学校 1 11 1 3 7 5 4 2 4 8922 22
1587 5234160712 野口小学校 1 11 2 2 7 6 2 3 24 56326 25
1824 5234161621 加古川小学校 1 11 3 3 5 5 5 1 5 6454 10
1884 5234161623 加古川小学校 1 11 0 2 9 9 2 0 14 15906 8
2007 5234161734 氷丘南小学校 2 11 4 2 5 6 2 3 21 7841 48
2124 5234162623 加古川小学校 2 11 2 4 5 4 3 4 8 10023 47
2128 5234162723 氷丘南小学校 3 11 0 8 3 5 2 4 19 35228 13
984 5234067641 別府西小学校 2 10 3 2 5 5 1 4 2 6988 22
999 5234077032 平岡小学校 0 10 0 7 3 5 3 2 0 0 5

1048 5234067743 別府西小学校 3 10 1 1 8 6 2 2 30 34274 28
1110 5234068811 別府小学校 4 10 3 2 5 4 5 1 41 24007 20
1350 5234069811 野口南小学校 1 10 1 4 5 4 4 2 2 2398 7
1473 5234069842 平岡小学校 3 10 1 7 2 2 4 4 23 20662 23
1762 5234160633 加古川小学校 0 10 3 1 6 5 2 3 0 0 4
1825 5234161622 加古川小学校 2 10 2 3 5 2 5 3 28 12003 13
1888 5234161723 氷丘南小学校 0 10 2 2 6 7 1 2 0 0 13
1941 5234161542 加古川小学校 2 10 1 5 4 4 4 2 21 4914 22
1109 5234068722 別府小学校 3 9 0 3 6 5 2 2 23 17279 40
1166 5234068713 別府西小学校 3 9 1 6 2 4 4 1 27 12521 19
1223 5234068632 浜の宮小学校 2 9 2 3 4 5 2 2 13 1973 3
1293 5234068844 平岡南小学校 1 9 1 5 3 5 2 2 11 26101 13
1294 5234068933 平岡南小学校 1 9 1 4 4 3 3 3 14 43287 19
1527 5234069734 野口南小学校 0 9 0 0 9 4 4 1 0 0 5
1588 5234160721 野口小学校 3 9 1 3 5 4 1 4 37 28859 25
1713 5234160842 野口小学校 2 9 1 6 2 5 2 2 19 25095 17
1886 5234161713 加古川小学校 1 9 0 4 5 2 5 2 3 6548 11
2001 5234161544 加古川小学校 1 9 2 3 4 4 2 3 4 4575 4
2064 5234162621 加古川小学校 2 9 1 7 1 6 2 1 7 8289 20
808 5234066743 別府小学校 0 8 0 3 5 4 2 2 0 0 40

※H30（2018）からR02（2020）の３カ年
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＜直近 3か年の犯罪発生件数の増減＞ 

 

・直近 3 か年の犯罪発生件数の増減状況を把握するため、犯罪発生件数（全数）が 30以上の

メッシュについて、3 種類の傾向別（①継続的に減少、②減少傾向だが不安定、③減少傾

向だが高止まり）に分類し、②及び③のメッシュ内における犯罪発生状況とカメラ配置の

関係を確認した。 

 

直近 3か年の犯罪発生件数の増減傾向（犯罪発生件数が 30以上のメッシュ） 

 

 

  

■参考：犯罪発生状況の概観 

FID Mesh 小学校区 カメラ数
犯罪

（全数）
H30年度
の犯罪

R1年度の
犯罪

R2年度の
犯罪

H30~R1
増減数

R1~R2
増減数

H30～R2
増減数 傾向

2066 5234162711 加古川小学校 4 126 48 39 39 -9 0 -9 減少傾向だが高止まり
1533 5234069844 野口小学校 2 119 54 36 29 -18 -7 -25 継続減少
2125 5234162624 加古川小学校 2 103 27 44 32 17 -12 5 減少傾向だが不安定
1415 5234069914 平岡小学校 3 69 38 15 16 -23 1 -22 減少傾向だが高止まり
2006 5234161733 氷丘南小学校 0 67 29 26 12 -3 -14 -17 継続減少
1416 5234069923 平岡小学校 1 64 33 17 14 -16 -3 -19 継続減少
990 5234067831 別府小学校 5 52 18 17 17 -1 0 -1 減少傾向だが高止まり
929 5234067724 別府小学校 0 51 23 18 10 -5 -8 -13 継続減少

1475 5234069932 平岡小学校 1 49 20 14 15 -6 1 -5 減少傾向だが高止まり
2005 5234161644 加古川小学校 5 43 15 15 13 0 -2 -2 減少傾向だが高止まり
1355 5234069912 平岡小学校 0 35 15 10 10 -5 0 -5 減少傾向だが高止まり
1769 5234160744 野口小学校 0 35 13 13 9 0 -4 -4 継続減少
1284 5234068643 浜の宮小学校 5 34 13 12 9 -1 -3 -4 継続減少
2065 5234162622 加古川小学校 4 34 19 8 7 -11 -1 -12 減少傾向だが高止まり
1476 5234069941 平岡小学校 1 33 10 19 4 9 -15 -6 減少傾向だが不安定
989 5234067742 別府小学校 2 32 16 8 8 -8 0 -8 減少傾向だが高止まり

1050 5234067833 別府小学校 1 32 6 17 9 11 -8 3 減少傾向だが不安定
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・犯罪発生件数（全数）は、全ての校区において減少傾向であった。 
・3 か年の合計件数は、加古川小学校区及び平岡小学校区が最も多く、次に別府小学校区が

多かった。いずれも鉄道駅が立地する校区である。 
校区別の犯罪発生件数（全数／被害者・年度別推移） 

  

  

  

  

  



４-27 

 

■今後の展開について 

 
＜交通安全分野における 3D都市モデルの活用可能性＞ 
 
 3D 都市モデルの交通安全分野における活用可能性について、東海大学工学部土木工学科 
鈴木美緒准教授（R2 年度の検知器搭載自転車による次世代見守りサービス実証に助言・協

力）との意見交換を行った。以下に主な意見を示す。 
 
・特に教育分野における活用への可能性を感じた。GIS 等を用いて事故分析を行った結果を

フィードバックする際に 3D 都市モデル上で危険個所などを説明すると分かりやすい。 
・建物の詳細なテクスチャがあれば、運転シミュレーターで使える可能性はある。建物の用

途が分かれば、「コンビニがあるので人が出てくるかもしれない」などと予想が働き、ブ

レーキ操作につながることが分かっている。 
・街路灯のデータが揃えば、時間帯別の日射状態と組み合わせて、交通事故発生時の光環境

を再現し、光のムラが運転に与える影響を分析できるかもしれない。 
・交差点周辺の白線、信号、歩道などの地物もあると、事故対策検討に活用できるのではな

いか。 
 
＜カメラの高度化＞ 

 
 今回の実証を通じて、過去の犯罪が駅周辺に最も集中しており、カメラ可視領域内におけ

る犯罪発生も多数みられたことを受け、R5 年度以降のカメラリニューアルでは、駅周辺の

カメラ数を増設するとともにカメラ・センサー機能を高度化することを検討している。具体

的には、犯罪抑止力を一層高めつつ、多目的に利活用できるデータを取得するため、以下の

ような機能が挙げられる。 
 
【カメラ機能の高度化（例）】 
① 異常音（悲鳴）検知 AI 

カメラに気づかない、カメラを気にしない犯罪者（県外からの犯罪者など）へのプッシ

ュ型防犯抑止策。悲鳴、怒声を検知し、アラームを出力する。 
② 自動車危険運転検知 AI 

児童列への車突っ込み事件への対策。危険運転を察知し、アラートを出力する。 
③ 交通量調査 AI 

歩行者、自転車、自動車を識別し、それぞれ交通量を調査する。場所によっては性別、

大人・子どもも判別する。 
④ 騒音・PM2.5 データ収集 
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＜次世代見守りサービスの最適化・役割分担＞ 

 
 加古川市では、固定式機器として見守りカメラが市域全体に約 1,500 台整備され、カメラ

リニューアルの時期を迎えようとしている。今回の実証結果をもとに、駅周辺におけるカメ

ラの増設、カメラ・センサー機能の高度化、既存カメラの移設等の再配置などを検討するこ

ととなり、次世代見守りサービスのベースとなる最も重要な見守りサービス基盤であるとい

える。 
 他方、固定式機器である見守りカメラを補完する役割として、移動式機器である各種見守

り検知器（レンタサイクルへの検知器搭載、スマホ用のタグ検知アプリの開発、公用車や郵

便車両への検知器搭載）が一部市内で導入されている。今後、カメラリニューアルの検討結

果を踏まえ、固定点のサービス空白地を埋めるべく、きめ細やかに移動式検知器を活用して

サービスの最適化を図っていく必要がある。 
移動式検知器の活用の方向性として、例えば、高齢者向けのレンタサイクル（定期貸出）

を実装していく場合には、固定点のサービス空白エリアに重点的に導入していくなどの工夫

が考えられる。また、本取組には高齢者の外出機会の創出や健康増進効果も期待できること

から、見守りサービス以外の副次的な効果も含めて総合的に検討していくことが重要である

と考える。さらに、スマホ用のタグ検知アプリについては、広域見守り連携（見守りボラン

ティアの市内外移動に伴う広域検知）の視点で優れており、利用のハードルも低く、特にス

モールスタートしたい自治体には有効なツールであるといえるものの、今後の広域展開可能

性（参加自治体の拡大可能性）を睨みながらの判断が必要である。既に導入済みの公用車や

郵便車両への検知器搭載については、これらの費用対効果や取組の継続性等を検証し見極め

たうえで、今後、総合的な判断をしていくことが重要であると考える。 
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【実証実験②】 遠隔環境での健康増進活動支援サービスに係るデータ連携実証 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

■FIWAREとのデータ連携状況 

 R2 年度のサービス実証で取得した 9 軸センサーのデータ：ストライド幅、歩行速度、左右

バランス、筋力について、誰でも利活用できるかたち（集計データ）で FIWARE の非公開領

域に格納した。 
 
■データ利活用の可能性、サービス実装の方向性 

＜技術的な課題＞ 

（１）サービス化の観点 

①高齢者のスマホアプリ利用の抵抗感が大きかったこと 

 高齢の被験者にとって、必要な説明は行ったものの、アンドロイドタブレットでの操作が

難しかった。実証中においても、一部被験者よりアプリ利用困難とのコメントがあり使用を

断念した。また、高齢者が自らアンドロイドタブレットのデータ取得ボタンを押下してデー

タ取得予定（データ取得開始／終了時にそれぞれボタン押下）だったが、その操作も一部被

験者で困難だったため、常時データ取得に切り替えるため、実証期間中に以下の改修を行い、

モニターの負担軽減を図った。 

  【実証期間中の改修①】常時データ取得できるようアプリを改修 

  【実証期間中の改修②】センサー側でデータストックできる仕組みに改修 

 ただし、アプリ改修の影響で不具合が発生し（アプリやタブレットが落ちてしまい）、デー

タ取得エラーが散見された。また、アンドロイド OSのアプリの強制終了機能により、長時間

のアプリの起動が難しかったことも一因である。 

 上記に対応するため、更に遠隔操作アプリを開発し、データ取得アプリを立ち上げ直すこ

とで対応していたが、特に１次被験者（グループ 1）については、タブレットの電源・Wifiが

ポイント１．R2 年度のサービス実証で取得した 9 軸センサーのデータを、誰もが利活用

できるかたちで FIWAREに格納した。アルゴリズムによるデータ変換プロセ

スの自動化・簡略化、API連携などは今後の検討課題。 

 

ポイント２．大学の研究チームとの意見交換を通じて、高齢者のデジタルデバイドや多様

なデータ利活用を考慮した場合のサービス内容の見直しの必要性など、今

後の検討課題が明らかとなった 
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落ちてしまい、遠隔操作が困難な事象がみられた。その際には、電話で再起動等の対応を依

頼していたが、現地対応が必要な場合も生じた。 

このように上記の課題に一つずつ解決策を都度検討し対応したものの、1 次被験者につい

ては結果的に十分なデータを取ることができなかった。2次被験者（グループ 2）については、

ノイズのクレンジングが必要であるものの、最低限のデータを取得することまでは実現する

ことができた。このように、最低限のデータ取得はできたものの、高齢者向けのコミュニケ

ーションを前提としたアプリ（サービス）の完成度が十分ではなかったと考えられ、今後に

改良の余地が残る。 

 

（２）デバイス・データ取得の観点 

①デバイスそのものに関する課題：タブレットと被験者（センサー）間の利用距離の制限（近

接通信の必要性） 

BLEの通信範囲について、メーカーの公称値は 10mであったものの、実証を行った中では実

質 2m程度の範囲でしかデータ取得することができなかった。また、遮蔽物にも弱く、何かモ

ノがあるだけでも通信できなくなってしまっていた。このような状況を踏まえ、2次被験者で

は依頼内容を変更したため、一定のデータを取得することができた。 

②アプリの完成度についての課題 

 アプリの完成度として、データ取得間隔が広かったこと、タブレット・アプリが落ちてし

まいデータ取得不可になったこと等によるデータ欠損が起きてしまい、十分なデータを取得

することができなかった。また、常時データ取得する仕様に変更したため、対象とする歩行

区間の特定やデータ欠損区間の除去について、分析を行うまでの手間が発生してしまった。 

③新たなデータの取得に挑戦・試行したことに関する課題 

 ９軸センサー(※)から筋力スコア等の指標算出を試みたものの、現時点のデバイス精度で

は不十分であることが確認された。既往研究では、条件が整った実証空間（成人男性かつ室

内の直線距離を歩行）において行っているため、一定の精度が得られているが、本実証では、

上記の既往研究を踏まえ、チャレンジングな実証として参考データとしての取得を試みた。

結果としてはデータのノイズが大きく、分析に値するデータ取得まで至ることができなかっ

た。 

 ※９軸センサー：被験者の足の動きのデータ取得に用いる。加速度、角速度、地磁気の各セ

ンサーが搭載されている。被験者の利き足の足首に装着する。 

 

＜兵庫大学の研究チームとの意見交換の概要＞ 

これらの実証の結果を踏まえ、現時点では技術的な側面から実際の導入が見送られてい

る。一方で、タブレットを利用した遠隔での健康促進について一定の有効性を確認できた
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ことから、現時点で実現可能なサービスとして、市民健康課では LINE を使った健康講

座・動画配信を実施している。 

 
（「広報かこがわ」No.983 より抜粋） 

 
【本実証やデータ利活用の可能性・ポテンシャルに関する学識経験者（兵庫大学健康科学学

部米野講師）のコメント】 

FIWARE に蓄積された高齢市民の筋力量や運動習慣に関わるデータを利活用することで、

市内の既存の取り組みとの連携の在り方やサービスの実装化の方向性について検討を行うこ

とを目的とした。 
新たに取得したデータ(9 軸センサー「アンクルバンド」)を既存のデータと統合することで、

加古川市の社会問題を明確化する可能性、解決する可能性を促進することが期待できる。9 軸

センサー「アンクルバンド」は、特別な手続きをせずにセンサー内データをタブレットやス

マホのネットワークを経由して取得することが可能である。その点は、ICT 機器に苦手意識

の多い高齢者にとっては優れたデバイスであった。 
一方で、本実証調査では、引きこもり、単身の高齢者の運動不足やコミュニケーション不

足が背景としてある。また 9 軸センサー「アンクルバンド」の強みである転倒予防を検知す

る仕組みもある。様々な団体や企業で取得したデータをある地域で統合することで、身体活

動や認知・社会性に問題をもつ高齢者や社会的弱者へのサービスを強化することが期待でき、

また研究分野においても大規模なコホート研究が実現可能となり学術的な価値を見出すこと

もできる。 
課題は、高齢者のタブレットやスマホへの理解である。本実証調査では、高齢者の ICT に

関する課題であるメンタルモデル、入力操作、モチベーションのうち、入力操作とモチベー

ションへのアイデアが乏しかったといえる。メンタルモデルは、実証調査を続けるうえで、

徐々に高齢者層の意識が変革し、苦手である思い込みを払拭できるかもしれない。しかし、

入力操作は、システムやアプリケーションの工夫が必要となる。実際に、本実証調査では、入

力操作のストレスで辞退された方も散見された。モチベーションについては、そもそも健康

意識の高い被験者であったので目的は明確であり、逆に健康意識の低い被験者であれば同じ

結果にならなかったといえる。 
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【実証実験③】 見守り端末を活用した防災避難行動支援実証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■避難意思・避難行動トレース実証の実施状況 

 
以下の要領で実証実験を実施し、Sigfox と Bluetooth による避難意思・避難行動情報を一元

的に可視化することに成功した。 
 
【実施概要】 
日時  ：2022 年 2 月 22 日（火）14:00~15:00 
場所  ：加古川市役所～㈱BAN-BAN ネットワークス 
参加者 ：加古川市防災部、BAN-BAN ネットワークス、加古川 SC 協議会関係者 など 
実証内容：試験放送の際、「避難行動をとる」、「自宅待機をする」の回答を放送内容で要請す

る。参加者は、受信機の意思表示を示すボタンを押下し、LPWA ネットワークを

活用して市役所に回答状況を伝える。「避難行動をとる」を選択した参加者が、受

信機をもって避難所へ移動する。参加者が持参する受信機を、避難所に設置した 
Bluetooth の検知器が検知する。市役所では、LPWA ネットワークと Bluetooth か

ら得られた情報をパソコン画面で確認する。 
 
  

ポイント１．見守り端末（防災行政無線の戸別受信機）による高齢者や要支援者の避難行

動の把握は、技術的に可能であることが確認された 

・ボタン押下による避難意思の表示、見守り端末の検出による避難行動の開始、避難ルー

トの選択、避難行動の完了をすべてリアルタイムで、市役所の画面上で一括把握するこ

とができた。 
・持ち歩きには、持ち手やストラップなどの改善が必要であるとの意見が複数あった。 
 
ポイント２．運用する場合の課題（情報の取り扱いなど）を市職員と共有するに至った 

・実装化した場合は、避難意思・行動に係る情報の取り扱い（個人情報への配慮や把握の

範囲、情報共有の範囲等）について検討が必要である。 



４-33 

 

【実証実験の流れ】 
① 警戒レベル 3 高齢者避難 発令 

3 台の試験端末に対し、警戒レベル 3 高齢者等避難を発信。 

 

② 避難行動の意思確認 
「避難所への避難を開始する」or「自宅で待機」をボタン操作で意思表示を要求。 

 

 

 
・2 台を避難行動「赤ボタン」、1 台を自宅待機「青ボタン」をそれぞれ押し、「赤ボタン」の

2 台を持って、避難行動を開始。（市役所から徒歩 5 分ほどの距離にある BAN-BAN ネッ

トワークス本社へ向けて、戸別受信機を持って移動。） 
・戸別受信機の「赤ボタン」押すと、「見守りモード」になり Bluetooth の通信状態となった。

（当該実証機は、ALSOK 社のみまもりサービスのみまもりタグと同じ振る舞いをするよ

うにアプリを製造しインストールしている。） 
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③ 避難行動開始 

避難経路上に、戸別受信機の Bluetooth 検知器を配置することで、避難行動中の行動の

トレースが可能。当実証では、戸別受信機のみまもり Bluetooth の通信を検知するスマホ

アプリを避難ルート上に 3 箇所と避難所（Ban-BAN ネットワークス）に配置した。 
 
④ 避難意思・避難行動の把握 

「赤ボタン」「青ボタン」の押下による意思表示によって、マップ上にアイコンが色分

けされ（自宅待機は赤、避難中は黄色）、予め設定した検知ポイントで、検知用スマホアプ

リが検知するたびにほぼリアルタイムで位置が更新され、最終的に避難所（BAN-BAN ネッ

トワークス）での検知がされるとアイコンが紫色に変化し、避難行動をトレースすることが

できた。また、アイコンをクリックすることで、個人の意思表示や行動履歴が時間軸で一覧

される機能も確認できた。技術的には Sigfox と Bluetooth のそれぞれの通知を一元的に可

視化することに成功した。 
自治体向け避難意思・避難行動把握用の管理画面 
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■アンケート結果 

 
Q1.受信機の持ち歩きに関して支障はなかったか？ 
 
回答 回答数 
とても良い 0 
良い 5 
どちらともいえない 3 
悪い 2 
とても悪い 0 

 
持ち運ぶにはやや改善が必要（持ち手をつけるなど）との意見が多かった。 
 
Q2.フリーコメント 
 
・市内 1500 台のカメラですべての避難所に入ったか確認できるのか。場合によっては避難

所に別途、感知器が必要なのでは。 
・現状、携帯する仕様となっていないため、今後の課題と思う。 
・ショルダー紐が必要。 
・取っ手等あれば、持ち歩きしやすいと思った。 
・多少かさばりますが、持ち運びは可能と思いました。 
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４．３． 実装化に向けた課題と実証実験の意義 

 
【実証実験①】 次世代見守りサービスのリニューアル検討に係る実証 

 
■実装化に向けた課題 

 

 加古川市における次世代見守りサービスは、既に実装済みであり、今後は既存のインフラ

を有効活用し、サービスの質の維持・向上を目指す段階にある。固定式の見守りカメラ・タグ

検知器はその数が多く維持管理に多大なコストを要するため、最大限に活用すべくデータに

基づく運用の改善方法や交通安全、防災など複数分野における活用可能性を模索し続ける必

要がある。 

 
■実証実験の意義（成果） 
 
 今回の実証を通じて、まず見守りカメラに係る様々な情報のデータ化が進んだ。これまで

個票で管理していたカメラの位置や角度を、今回新たに作成した可視領域範囲や様々な防犯

関連データとともに一つの 3D マップ上に可視化することで、各種データの空間的関係性が

分かりやすく、犯罪発生要因や対策を議論・検討しやすい環境を整備することができた。 
また見守りカメラの 3D 可視解析を通じて、カメラの角度に応じた可視領域の変化を視覚

的に理解することも可能となった。さらに見守りカメラの犯罪抑止効果が一定程度確認され

たとともに、見守りカメラの新設、移設による密度調整、角度調整などを検討すべきエリア

が明らかとなった。 
 今回の結果を基礎的資料として、警察、庁内関係各課、事業者等との会話を重ね、R5 年度

のカメラリニューアルに向けた計画づくりを進めていく。リニューアルにあたっては、カメ

ラ機能の高度化による一層の犯罪抑止、カメラの多目的利用も視野に入れて検討を行う予定

である。 
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【実証実験②】 遠隔環境での健康増進活動支援サービスに係るデータ連携実証 

 
■実装化に向けた課題 

 
 遠隔環境での健康増進活動支援サービスについては、R2 年度の実証を通じて明らかとなっ

たように、データ収集のための IoT デバイスに対する高齢者の理解と協力を得て継続的に取

り組める環境を確保することが必ずしも容易ではない。地元大学との連携により、取得する

データ、サービス内容、効果測定の在り方などについて整理・検討していく必要がある。 
 
■実証実験の意義（成果） 
 

今回の実証を通じて、FIWARE に R2 年度のサービス実証で得られたデータを格納するこ

とは出来たものの、データ利活用面での課題が明らかとなった。高齢者のデジタルデバイド

等により、R2 年度実証において安定的なデータ収集が困難であったこと、収集したデータか

ら健康増進効果を表す指標（Condisense スコア）を計算するプロセスが複雑であったことな

どにより、効果測定に必要なデータを抽出し利活用可能な状態に整理するまでにサービス事

業者側で多くの時間を要したとともに、結果的に利活用方法が非常に限定的なデータとなっ

てしまった。日常的な運動習慣による健康増進効果の測定は、「立ち上がり回数テスト」等よ

り簡易的な方法で代替することも可能であることを鑑み、今後サービス内容を見直す必要が

ある。 
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【実証実験③】 見守り端末を活用した防災避難行動支援実証 

 
■実装化に向けた課題 

 
 本見守り端末は開発が完了したばかりであり、技術検証を並行して行っている状況である

が、実装化にあたっては既存の次世代見守りサービスとの連携を検討している。BLE タグに

よる平常時の見守り活動に加え、非常時の避難行動支援をオプション機能として提供する方

向であるが、どの程度需要があるかは今後の調査が必要である。 
 
■実証実験の意義（成果） 
 
今回の実証を通じて、見守り端末による高齢者や要支援者の避難行動の把握は、技術的に

可能であることが確認され、高齢者や要支援者の災害時の避難支援に利活用できる可能性が

見いだされた。また実装化する場合の今後の検討課題として、個人情報保護に配慮したデー

タの取り扱いや持ち歩きやすさについて市職員等から意見が得られた。平常時はラジオとし

て機能する本端末は、高齢者にとってはスマートフォン等に比べて使い慣れている想定だが、

日常生活における利便性や非常時の操作性についても、今後検証を重ねて確認していくこと

が必要と考える。 
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５．横展開に向けた成果の一般化 

 

【実証実験①】 次世代見守りサービスのリニューアル検討に係る実証 

 

今回の取組内容は、基本的に横展開可能であると考える。3D 都市モデルが整備されており、

見守りカメラや防犯関連情報がデータ化されていれば、他の都市においても同様の検討が可

能である。3D 都市モデルをはじめとして、様々なデータがオープンデータ化され、更新され

ていくことで多様な主体による多様な観点からの分析が可能となる。 

 

【実証実験②】 遠隔環境での健康増進活動支援サービスに係るデータ連携実証 

 

 今回の取組を通じて、9 軸センサーを用いた身体データの利活用上の課題が明らかとなっ

た。今後、サービス内容や効果測定方法について継続的な検討が必要である。 

 

【実証実験③】 見守り端末を活用した防災避難行動支援実証 

 

 本取組は、未だ技術検証を行っている段階であるが、既に見守りサービスを導入しており、

地上デジタル放送波が活用可能な自治体（加古川市は、讀賣テレビ放送株式会社と地上デジ

タル放送波を活用した防災情報の発信に合意し、データ重畳契約を締結している）において、

横展開可能な仕組みである。避難ルートのリアルタイムの把握のためには見守り端末を検出

できる検知器が市内に一定間隔で配置されていることが前提となるが、避難先に検知器を配

置しておくことで、避難行動の完了は把握できる。 
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６．まちづくりと連携して整備することが効果的な施設・設備の提案 

 

 加古川市におけるスマートシティの取組や今回の実証結果を踏まえ、まちづくりと連携し

て整備すると効果的な施設・設備（例）を以下に挙げる。 

 

・3D 都市モデル（建物、地形など）の整備・更新、オープンデータ化 

・防犯（犯罪発生状況、街路灯・防犯灯、人流など）、交通安全、防災に係るデータの整備、

更新、オープンデータ化 

・道路関連情報など、管理者の異なる行政データの集約・整理 

・市民の自宅通信環境の向上、タブレット等のツールの普及 

・大学等の外部組織とデータ連携（API 連携）可能なデータ基盤の整備 

・防災分野等における地上デジタル放送波の積極的な活用 

・BLE タグの固定式検知器の段階的整備と移動式検知器の拡充 
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７．本業務の取りまとめ 

 

本業務の取りまとめとして、下記の書類を次ページ以降に添付する。 

 

資料１：実証実験概要版（4 ページ） 

資料２：実証実験概要版（1 ページ） 



加古川市 見守り・健康増進・避難支援事業 ー事業の概要ー
（かこがわICTまちづくり協議会） １

■ 事業のセールスポイント
【次世代見守り】 見守りカメラ・検知器を始めとする多様なIoTインフラによる官民連携の見守りサービス
【高齢者の健康】 高齢者のデジタルデバイドと運動不足の解消を目指した遠隔での健康増進サービス
【避難行動支援】 防災行政無線の戸別受信機（見守り端末）による要支援者の避難行動支援

運営体制

都市の課題 解決方法

KPI（目標）

名称 加古川市全域
面積 約 138 ㎢
人口 約 26 万人

■対象区域の概要

位置図

自然と歴史
にあふれる
東播磨地域
の中核都市

姫路
神戸

兵庫県
加古川市

かこがわICTまちづくり協議会（一部メンバー）
外部アドバイザー等

助
言
・
協
力

株式会社フューチャーリンクネットワーク
戸別受信機の開発、データ連携 等

株式会社Condisense
高齢者の健康増進支援サービス実証

朝日航洋㈱・ESRIジャパン㈱
見守りカメラのモデル作成 等

加古川市
各分野の専門家

地元機関・団体

兵庫県

播磨圏域活性化
推進検討会

東播磨ｽﾏｰﾄｼﾃｨ
推進協議会

【代表】株式会社 日建設計総合研究所
全体統括・成果取りまとめ・見守りカメラ検討

施策 評価指標（KPI）例 目標値 目標年次
次世代
見守り

1 かこがわアプリのユーザー数 5,000人 R4年度
2 子育てがしやすいと感じる市民 70% R8年度
3 刑法犯認知件数 1,800件 R8年
4 交通事故発生件数 1,050件 R8年
5 地域の安全対策への満足度 65.0% R8年度

高齢者 6 高齢者に対する支援への満足度 54.0% R8年度
防災 7 地域の防災体制への満足度 66.0% R8年度
データ 8 外部機関等とのデータ連携数 25件 R4年度

次世代
見守り

 地域防犯活動の維持
 認知症の恐れのある高齢者

の徘徊行動への対応
 見守りインフラの維持管理

高齢者
の健康

 コロナ禍の高齢者の外出
自粛による運動・コミュニ
ケーション不足の解消

避難行動
支援

 自然災害の頻発化、激甚
化への対応

 要支援者の安全で円滑な
避難行動の促進と確認

次世代
見守り

 リニューアル整備を契機とし
3D都市モデルや運用実績
等の各種データを活用した、
カメラ等の配置・運用見直し

高齢者
の健康

 筋力等の身体データを測定
するウェアラブルデバイスと
リモート開催の健康講座を
合わせた新サービスの提供

避難行動
支援

 地上デジタル波を活用し、双
方向コミュニケーションが可能
な防災行政無線の戸別受信
機による避難行動の支援



加古川市 見守り・健康増進・避難支援事業 ー実行計画ー ２
■本実行計画の概要（実証メニューのロードマップ）

取組内容 2020 2021 2022 2023 中長期

【次世代見守り】 子ども・高齢者の見守りサービス（リニューアル検討） 実装済 基礎検討 本格検討 リニューアル 継続

【高齢者の健康】 遠隔環境での健康増進活動支援サービス 開発 試行実証 実証(拡大実証) 実装

【避難行動支援】 災害情報伝達手段等の高度化 開発 試行実証 拡大実証 実装 継続

誰もが豊かさを享受できる スマートシティ加古川
～「幸せを実感できるまち加古川」の実現に向けて～

次世代
見守り

高齢者
の健康

避難行動支援



加古川市 見守り・健康増進・避難支援事業 ーこれまで実施した実証実験の概要ー ３

実証実験の内容 実証実験で得られた成果・知見

次世代見守りサービスのリニューアル検討

高齢者の健康増進活動支援に係るデータ連携

見守り端末（戸別受信機）による避難行動支援

 3D都市モデルや運用実績等の
各種データを活用し、科学的根
拠に基づく最適なカメラ等配置・
運用のあり方を考察

 3D都市モデルの防災分野にお
ける活用可能性を検討

【次世代見守り】 3D都市モデルや運用実績データを活用した見守りカメラ等の配置・運用の在り方検討
【高齢者の健康】 身体データの都市OSとの連携／既存の健康講座と連携した実装可能性の検討
【避難行動支援】 防災訓練における避難行動データの取得、都市OS連携、ダッシュボードでの可視化

サービス実証により取得した身
体データを都市OSに連携

既存の健康講座との連携など
による実装可能性を検討

今後の利用ニーズの把握、サ
ービス改善点等の整理

防災訓練において避難行動デ
ータを取得し、都市OSに格納

試験用ダッシュボードで可視
化し、避難状況を確認しながら
利活用可能性を検討

次世代見守りサービスのリニューアル検討

高齢者の健康増進活動支援に係るデータ連携

見守り端末（戸別受信機）による避難行動支援

見守り端末
見守りアプリ

可視解析(イメージ)カメラ

LOD1建物(イメージ)

３D都市モデル

アンクルバンド

 PLATEAUを活用し、細街路と広幅員道路とで画角
を変えることでデータ取得の有効度の変化を確認

上記データを利用し、犯罪データ等と合わせること
により各エリアの傾向を詳細分析できることを確認

幹線道路の交差点付近の見守りカメラは、可視領
域内における犯罪発生件数は少ない一方、交通量
が比較的多い場所を捉えており、警察による画像
確認ニーズも高いことを確認

 R2年度のサービス実証で取得した9軸センサーの
データ（ストライド幅、歩行速度、左右バランス、筋
力）の集計データをFIWAREに格納し、有識者と意
見交換し、データ利活用のポテンシャルを確認

タグの機能 （ボタンでの情報やり
取り、位置情報把握） が正常に動
作し、FIWAREを通じてダッシュボ
ードに正確に表示されることにより
、避難行動が確認できた。 避難意思・行動可視化イメージ



加古川市 見守り・健康増進・避難支援事業 ー今後の取組ー ４

今後の取組：スケジュール

【次世代見守り】 サービスの質の維持・向上に向けて、多機能化も視野に入れたリニューアル検討
【高齢者の健康】 高齢者でも使用可能なアプリ・デバイスの改修とともに現実的な実装方法を検討
【避難行動支援】 技術的に可能であることを確認。見守り活動・避難行動支援の実装に向けて検討

実証実験で得られた課題

取組 2022 2023 2024～

次世代
見守り

• 2023年度のカメラリニュ
ーアルに向けて検討

•既に実装済であり、今後
のサービスの質の維持・
向上（高度化カメラの導
入・多目的利用による活
用等）に向けて検討

実装
(ﾘﾆｭｰ
ｱﾙ)

継続

高齢者
の健康

•アプリやデバイスを実用
に耐えうるレベルへ改修
する予定

•現実的な実装の方法を
検討するため、市が
LINEアプリにて健康増
進の取組を提供

拡大

実証 実装

避難行動
支援

•技術的に可能であること
を確認

•見守り活動に加え、避難
行動支援をオプション機
能として具体的に実装に
向けて検討

実装 継続

次世代見守りサービスのリニューアル検討

高齢者の健康増進活動支援に係るデータ連携

見守り端末（戸別受信機）による避難行動支援

固定式の見守りカメラ・タグ検知器は
その数が多く維持管理に多大なコス
トを要するため、最大限に活用すべく
データに基づく運用の改善方法や交
通安全、防災など複数分野における
活用可能性を模索し続ける必要あり

今回整理したデータ（犯罪発生状況・
提供実績）を経年的に分析して定期
的に見直しを行う必要あり

 R2年度からの継続課題として、データ収集のため
のIoTデバイスに対して、いかに高齢者の理解と協
力を得て継続的に取り組める環境を確保するか

実装化にあたり、既存の次世代見守りサービスとの
連携を図る必要あり

 BLEタグによる平常時の見守り活動、非常時の避
難行動支援について、どの程度需要があるか、市
内への普及促進方法について要検討

小学校区別カメラ設置個所
（実証対象区域： ）



【次世代見守り】 次世代見守りサービスの見守りカメラ等のリニューアル検討に係る実証
【高齢者の健康】 高齢者のデジタルデバイドと運動不足の解消を目指した健康増進サービスに係るデータ連携実証
【避難行動支援】 防災行政無線の戸別受信機（見守り端末）を活用した避難行動支援実証

加古川市 見守り・健康増進・避難支援事業実証（かこがわICTまちづくり協議会）

■実証実験の内容 ■実証実験で得られた成果・知見

■今後の予定

■実証実験の概要・目的

【安全安心】地域防犯力の強化
【健康増進】高齢者の運動不足
【避難支援】自然災害の頻発化・激甚化

■都市課題
【安全安心】見守りサービスの維持拡充
【健康増進】遠隔での健康増進活動支援
【避難支援】見守り端末による要支援者

の避難行動支援

■解決方策 ■ＫＰＩ

次世代見守りサービスのリニューアル検討

高齢者の健康増進活動支援に係るデータ連携

見守り端末（戸別受信機）による避難行動支援

次世代
見守り①

画角を変えることでデータ取得の有効度の変
化を確認。犯罪データ等と合わせることにより
各エリアの傾向を詳細分析できることを確認

高齢者の
健康

 R2年度実証データ（ストライド幅、歩行速度、左
右バランス、筋力）をFIWAREに格納。有識者と
の意見交換を行い今後の可能性を確認

避難行
動支援

避難実証を通じ、タグの機能（やり取り・検知）
が正常に動作し、FIWAREを通じてダッシュボー
ドに表示されることにより、避難行動を可視化

 リニューアル整備を契機とした、3D
都市モデルや運用実績等の各種デ
ータを活用した、カメラ等の配置・運
用見直しの検討

刑法犯認知件数 1,800件 R8年

交通事故発生件数 1,050件 R8年

高齢者支援への満足度 54.0% R8年度

地域の防災体制への満足度 66.0% R8年度

 ウェアラブルデバイスとリモート開
催の健康講座から取得した身体デ
ータの都市OSとの連携

 サービスとしての実装可能性の検討

 地上デジタル波を活用し、双方向コ
ミュニケーションが可能な防災行政
無線の戸別受信機による（防災訓
練における）避難行動の確認

 都市OSとのデータ連携、可視化

【次世代見守り】多機能化も視野に入れたリニューアル検討
【高齢者の健康】高齢者でも使用可能なアプリ・デバイスの

改修とともに現実的な実装方法を検討
【避難行動支援】技術的に可能であることを確認。見守り活

動・避難行動支援の実装に向けて検討

可視解析(イメージ)カメラ

LOD1建物(イメージ)

見守り端末
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